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京都市における PRTR 法に基づく届出（令和元年度データ）の集計結果について 

 

 

 

 「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（以下「PRTR法」と

いう。）では，業種や従業員数等の一定要件を満たす事業者は，毎年，前年度に各事業所で取り扱った

化学物質について，大気や河川等の環境中へ排出する量及び廃棄物等として事業所外へ移動する量を把

握し，届け出ることを義務付けています。 

 この度，令和２年度に京都市内の事業所から届出があった「令和元年度の化学物質の排出量等」の集

計結果を下記のとおり取りまとめましたので，お知らせします。 

 

 

記 

 

 

１ PRTR法の目的 

  国及び自治体が，人の健康や動植物に有害な影響を及ぼすおそれのある化学物質の環境への排出量

を把握し公表することにより，事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進し，化学物質によ

る環境汚染を未然に防止することを目的としています。 

 

 

２ 事業所からの届出情報 

（１）行政区・業種別届出件数 

   京都市内の１７９事業所から届出がありました。届出件数の内訳は，表－１に示すとおりです。 

   行政区別では，南区の４７件が最も多く，次いで伏見区の３６件，右京区の２７件の順となって

います。 

   業種別では，燃料小売業（ガソリンスタンド等）の８４件が最も多く，次いで製造業の６９件の

順となっています。 

 

（２）届出された物質 

   PRTR法の対象物質である４６２物質のうち，１２２物質について届出があり，１事業所当たりで

は平均約６物質となっています。 

   届出数が最も多かった物質は，トルエンの１１６件で，次いでキシレンの１０９件，エチルベン

ゼンの９４件の順となっており，この３物質はいずれも，主に塗料等の溶剤やガソリン中に含まれ

ています。 
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表－１ 行政区・業種別の届出件数 

       行政区 

業種名 
北 

上
京 

左
京 

中
京 

東
山 

山
科 

下
京 

南 

右
京 

西
京 

伏
見 

合計 

製造業 2 0 0 3 2 6 2 28 14 0 12 69 

  繊維工業 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 4 

  出版・印刷・同関連産業 0 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 7 

  化学工業 1 0 0 0 1 1 1 9 1 0 5 19 

  医薬品製造業 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

  プラスチック製品製造業 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 4 

  窯業・土石製品製造業 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

  非鉄金属製造業 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 

  金属製品製造業 0 0 0 0 0 1 0 6 3 0 3 13 

  一般機械器具製造業 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 3 

  電気機械器具製造業 0 0 0 0 0 1 0 2 3 0 0 6 

  輸送用機械器具製造業 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2 

  精密機械器具製造業 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 4 

  
医療用機械器具・ 

医療用品製造業 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

 その他の製造業 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 

下水道業 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 2 5 

石油卸売業 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 3 

燃料小売業 4 4 6 4 0 9 10 14 11 4 18 84 

自動車整備業 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

商品検査業 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

計量証明業 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

一般廃棄物処理業 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 3 

産業廃棄物処分業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

特別管理産業廃棄物処分業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

高等教育機関 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 5 

自然科学研究所 0 0 1 0 0 0 2 2 0 0 0 5 

合計 6 5 10 9 2 17 15 47 27 5 36 179 
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３ 届出排出量及び移動量の集計結果 

（１）全事業所及び全物質の排出量・移動量 

   届出のあった排出量・移動量の合計は１，０２０トンであり，そのうち排出量は４６７トン 

  （４６％），移動量は５５３トン（５４％）となっています。 

   排出量（４６７トン）の内訳は，大気への排出量が４０７トン（８７％），公共用水域への排出

が６０トン（１３％）となっており，大部分が大気への排出となっています。 

   移動量（５５３トン）の内訳は，廃棄物としての移動量が４５２トン（８２％），下水道への移

動量が１０１トン（１８％）となっており，大部分が廃棄物としての移動となっています。 

 

図－１ 届出排出量・移動量の内訳 

 

排出量・移動量合計 １，０２０トン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※排出量・移動量の合計と内訳の合計は，端数を四捨五入しているため一致しない場合があります。 

 

（２）届出排出量・移動量の経年変化 

   前年度と比較すると，届出事業所数は３件減少しており，大気や公共用水域への排出量は 

５８トン減少，廃棄物や下水道への移動量は４１トン減少しています。 

    

図－２ 届出排出量・移動量の経年変化 

 
※(  )内は届出事業所数を示す。 

※排出量・移動量の値は，端数を四捨五入しているため合計量と一致しない場合があります。 

大気への排出 

４０７トン（４０％） 

※排出量の８７％ 

 

公共用水域への排出 

６０トン（６％） 

※排出量の１３％ 

廃棄物として移動 

４５２トン（４４％） 

※移動量の８２％ 
 

下水道への移動 

１０１トン（１０％） 

※移動量の１８％ 

排出量 

４６７トン（４６％） 
移動量 

５５３トン（５４％） 
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（３）大気への排出量が多かった物質 

   排出量のうち，大気への排出量が多か

った上位５物質は，表－２に示すとおり，

トルエン，塩化メチレン，キシレン，テ

トラクロロエチレン，エチルベンゼンの

順となっています。 

     これらの物質の大気への排出量の合計

は，３４７トンであり，大気への排出量

全体の８５％を占めています。 

 

 

 

表－２ 上位５物質の大気への排出量と各物質の用途 

 

順位 物質名 排出量 用途 

１ トルエン １３４トン 合成原料，ガソリン成分，溶剤 

２ 塩化メチレン ６２トン 洗浄剤，溶剤 

３ キシレン ５７トン 合成原料，ガソリン・灯油成分，溶剤 

４ テトラクロロエチレン ５２トン ドライクリーニング溶剤，洗浄剤 

５ エチルベンゼン ４１トン 合成原料，ガソリン成分，溶剤 

上位５物質合計 ３４７トン － 

総計 ４０７トン － 
※各物質の排出量の値は，端数を四捨五入しているため上位５物質合計と一致しない場合があります。 

 

 

 

 

（４）公共用水域への排出量が多かった物質 

   排出量のうち，公共用水域（河川）への

排出量が多かった上位５物質は，表－３に

示すとおり，ふっ化水素及びその水溶性塩，

ほう素化合物，亜鉛の水溶性化合物，マン

ガン及びその化合物，銅水溶性塩の順とな

っています。 

   これらの物質の公共用水域への排出量

の合計は，５９トンであり，公共用水域へ

の排出量全体の９８％を占めています。 

 

 

 

表－３ 上位５物質の公共用水域への排出量と各物質の用途 

 

順位 物質名 排出量 用途 

１ ふっ化水素及びその水溶性塩 ３３トン 半導体や金属の研磨 

２ ほう素化合物 １０トン 電子工業，ガラス原料 

３ 亜鉛の水溶性化合物 ８トン 金属表面処理，乾電池 

４ マンガン及びその化合物 ７トン 鋳造，電池 

５ 銅水溶性塩 ２トン メッキ，農薬原料，電池 

上位５物質合計 ５９トン － 

総計 ６０トン － 
    ※各物質の排出量の値は，端数を四捨五入しているため上位５物質合計と一致しない場合があります。
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（５）廃棄物として移動量が多かった物質   

   事業所外への移動量のうち，廃棄物と

しての移動量が多かった上位５物質は，

表－４に示すとおり，トルエン，N,N-ジ

メチルホルムアミド，ノルマル-ヘキサン，

鉛化合物，塩化メチレンの順となってい

ます。 

   これらの物質の廃棄物としての移動量

の合計は，２９４トンであり，廃棄物と

しての移動量全体の６５％を占めていま

す。 

 

 

表－４ 上位５物質の廃棄物としての移動量と各物質の用途 

 

順位 物質名 移動量 用途 

１ トルエン １２８トン 合成原料，ガソリン成分，溶剤 

２ N,N-ジメチルホルムアミド ７２トン 溶剤，試薬 

３ ノルマル-ヘキサン ３５トン 洗浄剤，溶剤 

４ 鉛化合物 ３３トン バッテリー，安定剤 

５ 塩化メチレン ２６トン 洗浄剤，溶剤 

上位５物質合計 ２９４トン － 

総計 ４５２トン － 
※各物質の移動量の値は，端数を四捨五入しているため上位５物質合計と一致しない場合があります。 

 

 

 

（６）下水道への移動量が多かった物質 

   事業所外への移動量のうち，下水道へ

の移動量が多かった上位５物質は，表－

５に示すとおり，ポリ(オキシエチレ

ン)= アルキルエーテル，メタクリル酸，

N,N-ジメチルホルムアミド,ホルムアル

デヒド，ベンズアルデヒドの順となって

います。 

   これらの物質の下水道への移動量の

合計は，９５トンであり，下水道への移

動量全体の９４％を占めています。 

 

 

 

表－５ 上位５物質の下水道への移動量と各物質の用途 

 

順位 物質名 移動量 用途 

１ ポリ(オキシエチレン)=アルキルエーテル ３５トン 界面活性剤，乳化・分散剤 

２ メタクリル酸 ３２トン 重合原料，加工剤 

３ N,N-ジメチルホルムアミド １５トン 溶剤，試薬 

４ ホルムアルデヒド １０トン 重合・合成原料 

５ ベンズアルデヒド ３トン 染料，香料，医薬品 

上位５物質合計 ９５トン － 

総計 １０１トン － 
   ※各物質の移動量の値は，端数を四捨五入しているため上位５物質合計と一致しない場合があります。 
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（７）業種別排出量・移動量 

   業種別排出量・移動量の内訳は，図－３及び表－６に示すとおりです。 

   排出量については，金属製品製造業が１００トンと最も多く，次いで繊維工業の８４トン，下水

道業の６０トンの順となっています。 

また，移動量については，化学工業が１９８トンと最も多く，次いで繊維工業の６９トン，出版・

印刷・同関連産業の５８トンの順となっています。 

 

 

 

図－３ 排出量・移動量 
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表－６ 業種別の排出量・移動量                                                単位：kg                                                        

大気 公共用水域 合計 廃棄物移動 下水道への移動 合計

368,052 0 368,052 393,127 98,132 491,258 859,310 84%

繊維工業 83,500 0 83,500 26,300 43,000 69,300 152,800 15%

出版・印刷・同関連産業 56,819 0 56,819 58,130 1 58,131 114,950 11%

化学工業 38,947 0 38,947 155,641 42,537 198,177 237,124 23%

医薬品製造業 196 0 196 3,700 0 3,700 3,896 0%

プラスチック製品製造業 37,060 0 37,060 51,430 0 51,430 88,490 9%

窯業・土石製品製造業 1,214 0 1,214 26 10,074 10,100 11,314 1%

非鉄金属製造業 186 0 186 13,390 1,705 15,095 15,281 1%

金属製品製造業 99,567 0 99,567 35,871 214 36,085 135,652 13%

一般機械器具製造業 3,820 0 3,820 1,900 0 1,900 5,720 1%

電気機械器具製造業 13,753 0 13,753 36,925 601 37,526 51,279 5%

輸送用機械器具製造業 68 0 68 1,860 0 1,860 1,928 0%

精密機械器具製造業 7,600 0 7,600 4,994 0 4,994 12,594 1%

医療用機械器具・医療用品製造業 1,020 0 1,020 2,480 0 2,480 3,500 0%

その他の製造業 24,302 0 24,302 480 0 480 24,782 2%

0 60,141 60,141 0 0 0 60,141 6%

16 0 16 0 0 0 16 0%

16,632 0 16,632 0 0 0 16,632 2%

2,500 0 2,500 111 0 111 2,611 0%

50 0 50 1,300 0 1,300 1,350 0%

259 0 259 9,700 0 9,700 9,959 1%

0 0 0 0 0 0 0 0%

0 0 0 0 0 0 0 0%

0 0 0 0 0 0 0 0%

18,921 0 18,921 35,910 118 36,028 54,949 5%

121 0 121 12,200 2,700 14,900 15,021 1%

406,550 60,141 466,691 452,348 100,950 553,298 1,019,989 100%

40% 6% 46% 44% 10% 54% 100% -

業種別
排出量

合計 割合

製造業

移動量

下水道業

石油卸売業

燃料小売業

自動車整備業

自然科学研究所

合計

割合

商品検査業

計量証明業

一般廃棄物処理業

産業廃棄物処分業

特別管理産業廃棄物処分業

高等教育機関

 
※排出量・移動量の合計・割合は，端数を四捨五入しているため本集計表の縦・横方向に合計した値と一致しない場合があります。 


